
＊参加費無料！
　お気軽にご参加ください‼

明治学院大学国際学部付属研究所所長坂本 隆幸

日本のセーフティネット :
ツナとアミを張り直す                    

中央大学 教授宮本 太郎

日本の貧困の実態 : 統計から考える

東京都立大学 教授阿部 彩

少子高齢化の背景にあるジェンダー格差 :
出生率上昇の可能性

東京大学大学院  特任教授白波瀬 佐和子

日本における格差と貧困の背景
   ―戦後日本型循環モデルの特徴とその破綻

東京大学大学院  教授本田 由紀

＜司会者＞

（月）11/10
第 4 回

（ 月 ）10 / 27
第 3 回

（ 木 ）10 / 23
第 2 回

（ 月 ）10 / 20

第 1 回

主       催  ：　明治学院大学国際学部付属研究所  URL :  h t tps : / /wwwres .me i j igaku in .ac . jp /~ i i sm
 （問合わせ先)　   Te l . 045 -863-2267  (平日 10時～ 17時） Email :  f rontier@k.meij igakuin.ac. jp

・会場での参加：  不要   （ 直接ご来場ください ）
・オンライン参加：   要  
（ 下記 URL または QR コードより申込みください ）
　　　　　　　 https://x.gd/VG6XR
  　

申込み

日本の貧困率や所得格差は、先進国の中で米国に次いで高い。日本の貧困や格差の
状況はどうなっているのか。その原因は何であるか。労働者や私たち市民、家族、
日本社会にどのような影響を与えているのか。あるいは将来においてどのような
影響を与え得るのか。日本社会はどうすれば貧困や格差を緩和、矯正することが
できるのか。これらの問題について第一線で活躍する専門家のお話をうかがい、
みなさんとご一緒に考えていきたいと思います。

　●オンライン：Zoom Webinar
　●会場：明治学院大学横浜キャンパス（教室未定)
　会場参加かオンライン参加が選べるハイブリッド開催

開催方法

17 時 15分～ 18 時 45分  （開場 16時 45分）
10⁄20㊊ ·23㊍ ·27㊊ ·11⁄10㊊日時

—　状況、影響、緩和策はあるのか？

日本の

格差貧困 と
2025
公開セミナー
明治学院大学



坂本 隆幸
さかもと・たかゆき

明治学院大学国際学部教授

明治学院大学国際学部国際キャリア学
科教授。2024 年より国際学部付属研
究所所長。政治学博士 （カリフォルニ
ア大学サンタバーバラ校）。南山大学、
サザン・メソディスト大学（米国　）、
北九州市立大学などを経て、2021 年
より現職。専門は先進諸国の比較政治
経済、比較福祉制度。近年は、西欧の
社会的市場経済が、貧困や格差、雇用、
経済成長などの社会・経済パフォーマ
ンスに与える影響を研究している。

宮本 太郎
みやもと・たろう

中央大学法学部教授

中央大学法学部教授。北海道大学名誉
教授。中央大学大学院法学研究科修了。
福祉政治論専攻。内閣府参与、総務省
顧問、男女共同参画会議議員、社会保
障制度改革国民会議委員など歴任。現
在、社会保障審議会・福祉部会臨時委員、
地域共生社会の在り方検討会議座長、
東京都税制調査会委員、『月刊福祉』編
集委員長など。単著に『貧困・介護・育
児の政治　ベーシックアセットの福祉国
家へ』（朝日選書）、『共生保障　＜支え合
い＞の戦略』（岩波新書）、『生活保障　排
除しない社会へ』（岩波新書）など。

阿部 彩
  あべ・あや

東京都立大学人文社会学部教授 
子ども・若者貧困研究センター長

海外経済協力基金、国立社会保障・人口
問題研究所を経て、2015 年より東京都
立大学人文社会学部人間社会学科教授。
同年に子ども・若者貧困研究センターを
立ち上げる。専門は、貧困、社会的排除、
公的扶助。著書に、『子どもの貧困』『子
どもの貧困 II』（岩波新書）、『子どもの貧
困と食格差』（共著、大月書店）など。『生
活保護の経済分析』（共著、東京大学出
版会）にて第 51 回日経・経済図書文化
賞を受賞。

白波瀬 佐和子 
しらはせ・さわこ  

東京大学大学院農学生命科学研究科
特任教授

社会学者。社会階層論・不平等、少子
高齢化、ジェンダー・世代格差、社会
保障制度を専門とする。現在は、東京
大学大学院農学生命科学研究科「包摂
型グローカル未来社会寄付講座」特任
教授を務める。最近の著作として、『人
生後期の階層構造』（有田伸・数土直
紀と共編著、2021 年東大出版会）や
Social Stratification in an Aging Society 
with Low Fertility: The Case of Japan 
(ed., 2022 Springer)がある。

本田 由紀
ほんだ・ゆき  

東京大学大学院教育学研究科
 教授

徳島県生まれ、香川県育ち。東京大学
大学院教育学研究科博士課程単位取得
退学。博士（教育学）。日本労働研究
機構研究員、東京大学社会科学研究所
助教授等を経て、2008年より現職。専
門は教育社会学。教育・仕事・家族と
いう３つの社会領域間の関係に関する
実証研究を主として行う。特に、教育
から仕事への移行をめぐる変化につい
て指摘と発言を積極的に行っている。
著書に『教育は何を評価してきたのか』
（岩波新書）、『「日本」ってどんな国？』
（ちくまプリマー新書）、『「東大卒」の
研究』（編著、ちくま新書）など。

➡

最寄り駅：戸塚駅
 （JR 東海道線・横須賀線・湘南新宿ライン）
 （横浜市営地下鉄ブルーライン）
＊公共交通機関をご利用ください‼
 
戸塚駅東口バスターミナル 8 番乗り場
より 江ノ電バス「明治学院大学南門」
または「平島」行きに乗り、   「明治学院
大学南門」下車　（乗車 約12分）

キャンパス案内

明治学院大学横浜キャンパス
教室未定

　〒244-8539 横浜市戸塚区上倉田町1518

＝会場のご案内＝

過去の公開セミナーについては、
下記をご覧ください。
https://wwwres.meijigakuin.ac.
jp/~iism/events/seminar.html

＝過去の公開セミナーについて＝

＊2024 年 10 月～ 11 月
「地域にとっての大学、大学に
とっての地域とは？」
＊2023 年 7 月＋10 月～ 11 月
「多文化主義とデモクラシー
 ―隠された記憶を掘り起こす」

＊申し込みは、公開セミナー最終日
まで可能です。ご記入いただいた個
人情報は本セミナーの実施目的以外
には使用いたしません。

②公開セミナー当日、パソコン
やタブレット、スマートフォン
等で「登録完了メール」に書いて
ある「参加 URL」をクリックし
てご参加ください。

① チラシ表面に書いてある URL
または QRコードよりお申し込み
いただきますと、登録された
メールアドレスに「登録完了メー
ル」が届きます。

＝オンラインでのご参加方法＝

＝Profile＝




